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緒 言

現在、いろいろなボールゲームにおいでスポ

ーツビジョン"の重要性が言われている。平成1

0年10月に行われた第5回スポーツビジョン研

究集会で田嶋幸三(日本サッカー協会技術委員会

副委員長)はスポーツビジョンの現場への応用に

ついての事例研究として「サッカー選手の視野の

確保」と言う観点から、氏原隆(中京女子大学バ

レーボール部監督)は大学女子バレーボール選手

のビジョントレーニングの事例研究について、そ

れぞれ報告を行った。

これらの報告は単に実験室的に視機能検査を行

ったのではなく、実際にボールを使い、試合場面

により近い状況でビジョントレーニングを行う重

要性を述ぺている。 今後、これらの研究はボー

ルゲームのトレーニングにおいて、重要な分野を

しめると思われる。

バレーボール競技の大きな特徴は、ネット型の

スポーツで複数の競技者がコートに入り試合を行

うため、ネットを挟んだラリーの攻防は変化が激

しく、常に多くの情報を把握し状況判断を的確に

することが求められるが、これらの情報のほとん

どは視覚からの情報である。

石垣は2)バレーボールで必要な視る要素として

い状況下で瞬間的に正確な判断ができること」

2.「常に周囲を広く視ることができる視野、す

なわち、注意を上手く周辺に配分して状況判断で

きること]の2点を挙げている。

氏原は8)大学女子バレーボール選手1名につい

て、約2ヶ月のビジュアルトレーニングを行い、

その効果について選手の内省報告に大きな向上的

変化がみられたとしている。

本研究ではこの氏原の研究をさらに検証すべく

ビジョントレーニングのプログラムを作成し、4

名の大学女子バレーボール選手に対してこれを行

わせ、これらの効果について検討を行った。ビジ

ョントレーニングの内容は氏原の方法を参考にし

た。それらはボールを使用したものとして、

1.オーバーハンド対人パス中柑手の出した指の

数をコールするもの。

2.数字が書かれてあるボールをサーブを数字を

コールしながらサーブレシーブするもの。

3.相手コートに目標物やひと(レシーバー)を

置いて、それに目かけてスパイクするもの。

4.出された数字を読んでのブロックするといっ

た実際場面に近い内容のものと、ボード上に

ランダムに置かれた数字を順番に読むもの、

さらにそれを手でタッチしながら行う手との

協応動作をともなったもの。

1。「一瞬でもボールから眼を離すことができな 5
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つて、どの方向に弾むか予測困難なボールに

反応しキャッチ動作をするといった内容のト

レーニングを行った。

被験者にはこれらのトレーニングだけを行った

のでなく、リーグ戦期間中であったことから練習

や試合と並行して実施した。 トレーニング効果の

検証はトレーニング前とトレーニング後に、8項

目の視機能検査を行った。視機能検査の主な内容

は、立体視、静止視力、3種類の動体視力、瞬間

視、眼球運動、周辺視、である。また、試合での

パフォーマンスの変化について全試合をビデオ撮

影し、スパイク、ブロック、サーブレシーブ、ス

パイクレシーブの4項目の成績の変化について調

2。ビジョントレーニングの内容

(1)リアクションボールによるビジョントレーニング

表2.リアクションボールのトレーニング内容

べた。さらに、被験者自身の内的変化を内省報告 (2)オーバーハンドパスのビジョントレ

として記録させた。

方 法

1.被験者

本学女子バレーボール部に所属する学生でレギ

ュラー選手のうちから4名を被験者とした。

各被験者は、中学校から本格的にバレーボール

をはじめ、高等学校では全国大会出場の経験を有

するものたちである。また、これら4名の被験者

は、これまで本研究で実施したビジュアルトレー

ニングを過去に行った縄験はない。

表1.被験者の特徴

ニング

表3. オーバーハンドパスのトレーニング内容

(3)サーブカットのビジョントレーニング

表4.サーブカットのトレーニング内容
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(4)スパイクのビジョントレーニング

表5.スパイクのトレーニング内容

(5)ブロックのビジョントレーニング

表6.ブロックのトレーニング内容

(6)数字読みトレーニング(そのI)

B4サイズの紙に6マス×5行で数字を書いた

ものをホワイトボードに貼り、3 0cm程離れ、眼

だけで数字を読みあげる。事前に読む方向を指示

し、できるだけ早く読み終わらせ、その所要時間

を記録した。

(7)数字読みトレーニング(その2)

1~20までの数字の書いたマグネットを用意

る。 1~20までをコールしながら順番に素早く

タッチして、20~1へ戻り、その所要時間を記

録した。日によって数字の位置を変えて実施した。

3。ビジョントレーニング前と後の視機能変化

検査項目は、1.立体視、2.静止視力、3.

KVA動体視力、4. DVA動体視力、5.4

方向DVA動体視力、6.瞬間視、7.眼球運動、

8.周辺視の8項目である。

(1)立体視

NEW STEREO TEST(半田屋)を使用し、

識別できる最小視標を測定した。

(2)静止視力

動体視力計AS-4C(KOWA)の「静止視力」

で右左両眼を測定した。

(3)KVA動体視力

動体視力計AS-4C(KOWA)の「動体視力」

で2回の練習後、5回測定し平均値を代表

値とした。

(4)DVA動体視力

HI-10動体視力計(KOWA)を使用した。4

0回転から減速し、ランドル環の方向を判

別できた回転数を2回の練習後、5回測定

し平均値を代表値とした。

(5) 4方向DVA動体視力

17インチディスプレイの4ヵ所から上・

下・左右の4方向に一桁の数字が角速度

60°/secで移動する間にOから9までの一

桁の数字が3個出現する。被験者はその数

字を眼球運動のみで追跡して識別できた数

字をテンキーで入力する。

5回の練習試行の後、上下左右の各10回

測定し、合計40回行った。

(6)瞬間視

17インチディスプレイの9ヵ所に○、△、

□、xの形のうち、2つの組み合わせの指

標が300msec間提示される。例えば、○

と×。そのうち、どちらかの形のあった位

置をキーボードのテンキーに入力する。出

現する位置はテンキーに対応している。 5

回の練習試行の後、20回本試行を行う。

し、ホワイトボートにランダムな位置に貼り付け (7)眼球運動
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17インチディスプレイの9ヵ所に□(四

角)のターゲットが350msecのインターバル

で出現する。 9ヵ所の中に、1~3個の割

合で○(丸)ターゲットが含まれている。出

現する位置はキーボードのテンキーに対応

している。被験者は眼球運動で9ヵ所に提

示されるターゲットをとらえ、丸いターゲ

ットがあった位置をテンキーで押す。 5回

の練習試行の後、20回本試行を行う。

(8)周辺視

17インチディスプレイの中央に、O~9

までの任意の数字が2ないし3個、250msec

の時間提示される。同時に、視野の8方向

に出現する△のターゲットの中に、○が混

入する。例えば、△△△○△△というよう

に提示される。○が混入している方向は8

方向のうち2方向ある。方向はテンキーに

対応している。被験者は数字を判読しつつ、

同時に視野の周辺に出現する○が識別でき

れば、その方向に対応したテンキーを押す。

○の位置は各方向で5ヵ所である。 1回で

2ヵ所提示され、これを20回繰り返し、

計40ケ所の位置を識別させた。

これらの検査は、愛知工業大学石垣研究室にて

実施した。また、5~8の検査項目に関しては、

すぺて石垣研究室で開発されたプログラムソフト

を使用した。

4。ビジョントレーニング実施期間中の試合での

パフォーマンス変化

(1)試合でのパフォーマンス調査方法

バレーボールの技術のちがいをみるために、秋

季リーグ戦をビデオに収録し、スパイク、ブロッ

ク、スパイクレシーブ、サーブカットの4項目に

ついて算出し、パフォーマンスの変化について調

ぺた。

(2)パフォーマンス調査内容

<スパイク決定率>

得点十得権/打数X100(%)

<ブロック率>

得点十得権/打数X100(本)

<スパイクレシーブ返球率>

Aレシーブ/打数x100(%)

Bレシーブ/打数x100(%)

Cレシーブ/打数×100(%)

Dレシーブ/打数×100(%)

Eレシーブ/打数xl00(%)

<サーブカット返球率>

Aレシーブ/打数x100(%)

Bレシーブ/打数×100(%)

Cレシーブ/打数×100(%)

Dレシーブ/打数x100(%)

Eレシーブ/打数x100(%)

スパイクレシーブ・サーブカットのABCDE評

価は以下に従ったものである。

A:セッターが、アタッカーとコンビ攻撃が使

える。

B:セッターが2、3歩動くが、攻撃できる。

C:セッター以外の選手が、アタッカーにトス

をあげる。

D:相手のコートにチャンスボールで返す。

E:レシーブできずにミス十る。

5。内省報告による調査

8週間のトレーニング期間の中で、前・中・後

と3回の内省をとった。内省は、[ビジョントレ

ーニングの効果は?]「ビジョントレーニングの

感想」等の質問をして、自由記述で内省を記述さ

せた。

結果及び考察

1.数字読みトレーニングのタイム変化

(1)数字読みトレーニング(その1)のタイム変化

K.H.は、7回目までの前半ではタイムの変動がみ

られたが、8回目以降の後半には変動が小さく一

定の値を示した。

T.W.は前半はうまくコールできずとまどいがあ

ったが、後半では自分のベースで、トレーニング

を行うことができるようになった。結果は僅かな

がら、向上傾向であった。

M.S.は、4回目、5回目のトレーニングにおい

てタイムが早くなり、また、少しずつ遅くなる傾

向が見られた。
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M.I.は、被験者4名の中でも最もタイムが短く良

い結果を得た. トレーニングによって向上がみら

れた。

(2)数字読みトレーニング(その2)のタイム変化

K.H.は、この数字読みトレーニング(その2)につ

いて、自分なりにコツを見つけてトレーニングし

ていた。内省報告によると、前半では「初めのう

ちは、眼で次の数を追うだけであった。」という

表7.静止視力の測定結果

報告であったが、後半では、「眼で見た数字を記 (3) KVA動体視力

憶し、前にあったな数字をすばやくタッチするこ

とができるようになった」という報告している。

T.W.は、タイムの変動が大きいのが特徴的であ

るが、僅かではあるが向上傾向がみられた。

M.S.は、前半7回目のトレーニングぐらいまで

タイムの変動が大きいが、それ以降は安定した。

M.S.は、前半では「見る対象に対して、眼を離

したり、違うものを見るということに意識が低か

った」が後半は「効果的に行える使えるようにな

った気がする」と報告した。

M.I.は、「初めのうちは見ることに対して、まだ、

良く分かっていなかったよう､に感じ｡だ」しかし

この検査は5回測定し、平均値を出した。4名

中3名は、トレーニング前より、トレーニング後

の方が高い値を示した。

表8.トレーニング前と後の平均値

「回数を重ねていくうちに見るということが重要 (4)DVA動体視力

であるということに気付き、これまで一つ一一つ眼

で追っていたことから、全体を視野に入れてトレ

ーニングをするようになった」と報告した。

2。ビジョントレーニング前後の視機能の変化

(1)立体視

識別する指標は、1~9のレベルがあり、数字

が大きくなるにつれて識別するのが困難になって

いくものである。各社験者のレベルは、K.Hが9､:

T.Wが9、M.Sが9 , M.Iが1であった。 立体

視に関して、トレーニング前と後の変化は見られ

なかった。

(2)静止視力

静止視力とは一般に言う[視力]のことで、ケ

ンドル環を使って左右、両眼の検査を行った。静

止視力の結果は上記の表7のようになった。T.W

以外は、大きな変化は見られなかった。 T.Wの静

止視力は、左眼が2ヵ月の間に大きく低下した。
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(単位:視力値)

KVA動体視力と同様に、5回の測定で平均値

を出した。すべての被験者がトレーニング前より

も後の方が若干ではあるがレ高い値を示した。

表9.トレーニング前と後の平均値

(単位:r pm)



スポーツビジョントレーニング

K.H.は、トレーニングの前と後で比べて見ると、

正解数はトレーニング後の方が高かった。 トレー

ニング前では、上方向と下方向の正解数がなかっ

なが、トレーニング後は、上方向か4問正解して

おり、上下方向の動体視力に改善が見られた。

T.W.は、全体的に見るとトレーニング後の方が

良い結果であった。 トレーニング前と後を見てみ

ると右方向の動体視力に改善がみられた。

M.S.は、正解問題数(全)が7問から11問になっ

た。上下の方向の動体視力は、あまり改善されな

かったが左右の方向の動体視力はある程度改善さ

れた。

M.I.は、正解問題数が10問から18問に正解

ニングの事例研究(2)

が2問マイナスになり、低下した。

M.I､は、M.S.と同様に2問マイナスとなった。

得点には変化はないので正解問題数がマイナス2

問と低くなったが、正確に答えられるようにはな

った。

(7)眼球運動

評価

結果は次の通りである。

K.Hは、正解問題数も上がり、トレーニング前

に比べ、トレーニング後は良い結果となった。

T.Wは、トレーニング後の結果で一つの○を見

逃しただけであった。

M.Sと被験者M.Iについては、大きな変化はな

かった。

率は高く4方向DVA動体視力に改善がみられ (8)周辺視

た。トレーニング前の結果では得点2と得点3に

おいて全体で見ると得点2が13になり、得点3

も13であったのに対し、トレーニング後の結果

では、得点2が22、得点3は24に高くなって

いた。 M.I.は、トレーニング後、速い動きを、

眼で追えるようになった。

(6)瞬間視

評価は、正解問題数20回のうち、全正解した

数。 得点は、1問を9点とし、20問で180

点満点で、1個の間違いで1点減点となる。結果

は、次の通りである。

K.H.は、トレーニング後の結果で、20間中1

9問という高い成績であった。

T.W.は、トレーニング前と後では正解問題数が

1問マイナスになったが得点では変化なかった。

M.S.は、トレーニング前と後では、正解問題数

-22



愛知教育大学体育教室研究紀要 No. 24. 1999

K.H.は、周辺視が広い。結果は、完全認識領域

は変化は見られなかったが、不完全認識領域にお

いて、10%近く広くなっているため、トレーニ

ング前に比べて視野が広がったと考えられる。特

に、右下の視野が見えるようになっていたことが

大きな変化である。

T.W.は、数字の上では、変化が見られなかった。

しかし、不完全認識領域ではあるが、トレーニン

グ前に比べてトレーニング後の方が上方向の視野

が広くなってきていると思われる。

M.S.は、トレーニング前と後の変化については

見られなかったが、結果を見ると得点だけは、ト

レーニング前に比べて良くなっているため、曖昧

な答えが少なくなっていることが分かった。

M.I.は、曖昧な解答が後半に多く見られるが、

全体的に視野が広くなっていることが分かった。

3。試合でのパフォーマンス変化

(1)スパイク決定率

K.Hは、前半と後半の平均値を見てみると約

2%決定率が下がった。またスパイク決定率その

ものが良くなかった。

T.Wは、被験者K.Hと同様に数字から見てスパ

イク決定率は低かった。2週目のM大学戦につい

ては、80%近くの決定率であったが、この時点

の内省報告から「スパイクのビジョントレーニン

グでブロックの後ろのレシーバーがなんとなく分

かるようになった｡」とか[ブロック以外にも見

えるようになった。]など広い範囲を見えるよう

になったことが関係していると思われる。

M.Sと被験者M.Iは、スパイク決定率は低く太

きな変化はなかった。

(2)ブロック成功率

K.Hは、常にブロック率ランキングで上位に入

っていたが、19 9 8年の秋季リーグ戦、199

9年春季リーグ戦のどちらも1位を獲得した。

T.Wは、特に顕著な変化はなかった。

M.Sと被験者M.Tについても、大きな変化はな

かった。

(3)サーブカット成功率

K.Hは、リベロプレーヤーと交代ために、サー

ブカットする機会が少なくなり成功率の結果を判

定できなかった。

T.Wは、サーブカットのうまい選手であり、E

カットの数字だけを見ると、リーグ戦の後半は、

リーグ戦の前半に比べるとミスカットをする割合

が低くなった。

M.Sは、前半のサーブカット成功率を見てみる

と、BカットとCカットの割合が高いことが分か

った。大きな失敗はあまりなかったのだが、正確

にサーブカットされたボールがセッターに入ると

いう割合は低かった。しかし、後半にはAカット

とBカットの割合が高くなった。

M.Iは、被験者M.Sと同様に後半の方がAカッ

トの割合が高くなっている。内省報告の中で、サ

ーブカットのビジョントレーニングで、[前なら

体が浮いてしまった状態でボールをとらえがちな

のに]「レシーブでボールをとらえる時、ボール

を見るようになり、身体が伸びなくボールを引き

つけてレシーブできるようになった気がする」と

いう報告があった。

(4)スパイクレシーブ成功率

K.HとT.Wは、スパイクレシーブ数が少なすぎ

るためにちがいを見ることはできなかった。

M.Sは、失敗をする割合が高かったが、内省報

告では、「スパイクレシーブの時に打ってくるボ

ールを待てるようになった」と報告している。

M.Iは、M.Sと同様に失敗の割合が高いのは前

半も後半も同じであった。

4。内省報告の変化

(1) K.H.の場合

第1回(トレーニング初期)

・リアクションボールキャッチにおいて、初めの

うちは反応が遅くてキャッチが難しかった。

・「見る」ということをやっていそうでやれてい

23



スポーツビジョントレーニングの事例研究(2)

なかった。 。

第2回(トレーニング中期)

・リアクションボールトレーニングで前より反応

が早くなった。

・「見る」ことをとても意識するようになった。

第3回(トレーニング後期)

・「見て」から「反応」することで初めの一歩を

出すまでが早くなったように思う。

・スパイクを打つ前に、いつの間にかコートを見

られるようになった。

(2) T.W.の場合

第1回(トレーニング初期)

・トレーニング前に比べて、相手コートを見るよ

うに意識するようになった。

・相手のレシーバーの動きで左右よりも前後の動

きの方が見えていない。

第2回(トレーニング中期)

・スパイクを打つ時に、ブロック以外にも相手の

レシーバーも見えるようになった気がする。

第3回(トレーニング後期)

・ボールと相手コートをかなり正確に見えるよう

になった。

(3) M.S.の場合

第1回(トレーニング初期)

・まだ効果があるか分からない。でも、サーブカ

ットが前よりもセッターに入るようになっ

た気がする。

・「見る」ということを意識するようになった。

第2回(トレーニング中期)

・特にまだ効果は感じられない。

第3回(トレーニング後期)

・今までよりもボールから眼を離して相手を見ら

れるようになった。 、･

・スパイクレシーブの時にボールを待っていられ

るようになった。

(4) M.I.の場合

第1回(トレーニング初期)

・まだ特別に効果は感じられないが、サーブカッ

トの時にボールを下から見て待ってカット

できるようになった。

第2回(トレーニング中期)

・スパイクのビジョントレーニングで、相手のコ

一卜を見て打つということが習慣づいたと

思う。

・余裕があるときは自然と相手コートを見ている。

第3回(トレーニング後期)

・試合でスパイクを打つ時に俗手のブロックを見

てワシタッチをとれる回数が増えたと感じ

る。

上記に示したものが各被験者の内省報告の変化

であるが、どの被験者にも言えることは初めの頃

は「見る」ということにあまり意識をしていなか

ったのが、ビジョントレーニングをすることによ

って自分自身のプレーにプラスの影響を与えてい

ることを実感することができたということであ

る。

被験者自身が自分たちの内的変化に気付くこと

により､記録以上の成績の変化は見られなくても、

試合における一つ一つのプレーの最中に柑手プレ

ーヤーが「見える」または「見えた」という報告

そのものは、どこにボールを打つのかというアタ

ッカーの課題を解決できる手段を発見したことで

あり、今後の選手生活へのかかわり方を大きく変

えるものと考える。

今回の被験者は1年生2名､、2年生2名の4名

を対象とした。これらの被験者は今後2年間、3

年間バレーボール競技かかわることになるのだ

が、この2ヵ月間でのビジュアルトレーニングに

よって得られたことは、単にパフォフマンスの向

上という「物質的なごと」で､はなく「見えなかっ

た」相手が「見える」ようになり､「見える」こ

とで「選手の目指すもの」が理解でき、このこと

により選手の心の深いレベルに何らかの影響を与

えたと考えられ、これらの内的変化が今後のパフ

ォーマンス向上のきっかけになることを大いに期

待する。

要 約

本研究では、ビジョントレーニングを実施した

選手の心理的内面にどのような変化が起こったの

かを検討し、合わせてビジョントレーニングがバ

レーボールのパフォーマンス向上.にどのような影

響を与えるかという目的で、本学女子バレーボー

ル選手4名を被験者とし、約2ヵ月のトレーニン
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グを行ない、次のような結果を得た。

(1)ビジョントレーニング前と後の視機能変化に

おいて、KVA動体視力、DVA動体視力

については改善がみられた。また、ビジョン

トレーニングの数字読みトレーニングのタイ

ムに向上がみられた。

(2)トレーニング期間中の試合での 1)スパイク

決定率 2)ブロック成功率 3)サーブレシーブ

返球率 4)スパイクレシーブ返球率などのパ

フォーマンスについては、大きな変化はなか

った。

(3)内省報告においては、4名の被験者すべて、

ビジョントレーニングがバレーボールに必要

ということを認め、確実にプレーがプラスに

変化してきたことを報告した。


